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病理組織学的検査

遺伝子破壊マウスの血液検査、
尿検査、行動検査、病理組織
学的検査等などを行い、破壊
された遺伝子とマウスの異常
との関連を調べ、遺伝子の機
能解析を行います。
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 [山之内製薬㈱及び住友化学工業㈱との取引概要図 ] 
 

 
当社より開示された遺伝子配列情報は、各社においてバイオ･インフォマティクス(※16)等の活用により解析し、開示後

一定期間検討し、各系統について詳細なデータを必要とするか否かを判断します。詳細なデータを必要とする系統につい

ては、当社が有償にて表現型解析を受託し当該データを提供します。当該 2 社は、表現型解析データの受領後一定期間再

度検討し、この結果、各社が医薬品開発等に有用であると判断した系統については、有償にて当該系統の継続的使用権を

許諾することとしております。 

当社からの継続的使用権の許諾に基づき、当該 2 社は当該遺伝子(あるいはマウス)にかかる研究を行うこととなります

が、その過程で得られた成果については当社と共同で特許出願し、知的所有権を持ち合うこととしており� (※

(17あ�168て�  2 � 遠 フ い て バ � � 2
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②営業体制の強化について 

当社の営業部門は、人員も未だ少人数であり、十分な体制を整えているとは言い難い状況であります。今後においては、

国内市場における更なる販売先の拡大及び海外市場への展開等もあり、バイオ･テクノロジー業界における専門知識及びス

キルを有した人材の採用等の営業力強化が重要であると認識しており、営業基盤の強化に向けて、人員採用や育成及び技

術部門との連携強化等の施策を講じております。 

しかし、その効果については不明確であり、十分な成果が上がるという保証はありません。また、営業力強化が当社の

計画どおりに進まなかった場合、当社の事業戦略や経営成績等に影響を及ぼす可能性があります。 

 

(4)子会社及び関連会社について 

①株式会社ユージーンについて 

 当社は、平成14 年 5 月 1日付で株式会社ユージーンを株式交換により子会社としております。同社は、山村研一(熊本大学

教授、当社及び同社取締役を兼業
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[用語解説] 
 
※1．基礎研究用試薬 
一般の基礎研究に用いられ、認可や承認を必要としない試薬。当社が販売する抗体は、生物学、医学の領域でタンパ
ク質の検出や測定に用いられる。 

 
※2．ヒトゲノム・プロジェクト 
ゲノムプロジェクトとは、選定した生物種のゲノム（遺伝子 gene と染色体 chromosome の合成語であり、遺伝子から
染色体にいたるひとつのシステムのこと）を国際協力の下に分子レベルで解析することで、具体的にはその生物の DNA
の全塩基配列を決定し、遺伝子の働きを明らかにすることを目的とした研究計画。中心はヒトゲノム・プロジェクトで
あり、アメリカのエネルギー省（ＤＯＥ）と国立衛生研究所（ＮＩＨ）の主導の下に1990年に開始された。ヒトゲノム・
プロジェクトはヒト全 DNA 配列（30 億文字）を読みとり、全遺伝子ならびに遺伝子産物の単離・機能解析を目的とする
医学・生物学にとって基盤的な研究である。遺伝子の役割を詳細に解析することによって、未解明なヒトの生体メカニ
ズムや病気の発症過程が解明される。 

 
※3.遺伝子 
遺伝する形質のそｎq汲獅ﾁﾎS屡し�

※3.
 
※3.
遺杜ヒトゲゅ�劉る�

※ 研 究 で � の � G デ ｡ B �
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５．財務諸表等
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④ 損失処理計算書（案） 
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６．生産、受注及び販売の状況 
(1) 生産実績                                    

 (単位：千円) 

第6期 
自 平成15年 4月 1日 

至 平成16年




